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換地区
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15.2℃

個人別換地の方法

　本地区は、小麦、ばれいしょ、てんさい、豆類の畑作４品を中心として、たまねぎ、にんじん等を生産する畑作野菜複合経
営が行われている。地区内の基盤整備は、担い手の育成・支線に向け、区画整理などの整備が行われてきたものの、農地の排
水不良や傾斜等により農作業の効率が悪く、湿害等による収量の減少が認められるほか、播種や防除・収穫の適期作業に支障
を来している。このため本事業により区画整理を総合的に整備することで生産性の高い優良農地を確保し、効率的な畑作農業
経営の確立及び農業の生産性の向上を図り、本地域の農業競争力の強化を図る。 地帯別、グループ

機能交換に係る土地
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食糧の安定供給の確保に関する効果
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道第６号様式 美幌美高地区土地改良事業計画概要書

   オ　水利状況

平  均  気  温
平 均 降 水 量

区画整理

網走郡美幌町

5.4℃

   キ　地域環境の概況
　「阿寒国立公園第一種特別地域」の指定を受けている美幌峠をはじめ数多くの指定を受けており、
適切な森林管理の認証制度であるFSC森林認証を取得し環境に配慮した森林整備に取り組んでいる。

造成又は改良

される施設の

管理方法等

管理方法

生産性向上のため、区画整理を実施し、地域農業の活性化を図る。

施設名 管理団体名

　工事における使用機械は排出ガス対策型作業機械を基本とし、必要に応じて低振動・低騒音機械を使用し、周辺農家及
び生物に配慮する。また、周辺への土砂流出防止対策についても必要に応じて行う。

事業量及び事業内容

別図のとおり
9　計画概要図計　画

区画整理の実施により、生産性及び作業性が向上し農業経営の改善・安定が図られる。

平坦な低地や台地

母材を非団結性水成岩とした腐食質土/火山灰質粘性土

黒ボク土、褐色森林土、泥炭土、低地土

　各排水路から、網走川へ排水する。

686.0ｍｍ

336,000

区分

　畑作専業農家が多い。

　総所得償還率が19.0%と20%以下のため負担については問題ない。

336,000 204,000

主　要
工　事

24

区画整理 整地工 205.0ha、暗渠排水 69.2ha、補助暗渠 18.3ha、心
土破砕 43.5ha、客土 58.4ha、土壌改良 37.4ha


